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油 〉
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石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 知 事 谷 本 正

石 川 県 規 則 第 二 十 二 号

石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

( 石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 )

第 一 条 石 川 県 税 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 三 十 三 年 石 川 県 規 則 第 十 四 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 の 二 第 二 項 中 「 に お い て は 」 を 「 に は 、 納 税 証 明 事 項 が 納 税 証 明 書 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 に 関 す る も

の で あ る 場 合 に 限 り 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 納 税 証 明 書 」 を 「 納 税 証 明 事 項 」 に 、 「 枚 数 」 を 「 件 数 」 に 、 「 一 枚 」

を 「 一 件 」 に 、 「 は 、 証 明 を 受 け よ う と す る 事 項 」 を 「 の 件 数 は 、 当 該 納 税 証 明 事 項 」 に 改 め 、 「 係 る 」 の 下 に 「 も

の で あ る 」 を 加 え る 。

第 四 十 条 の 四 を 次 の よ う に 改 め る 。

( 個 人 の 事 業 税 の 減 免 の 手 続 )

第 四 十 条 の 四 条 例 第 六 十 七 条 第 一 項 第 一 号 に 該 当 す る 者 が 行 う 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 次 に 掲 げ る 書 類

を 提 出 し て し な け れ ば な ら な い 。

一 氏 名 、 住 所 、 事 業 の 種 類 、 年 度 及 び 税 額 並 び に 減 免 を 必 要 と す る 事 由 そ の 他 参 考 と な る べ き 事 項 を 記 載 し た

申 請 書

二 生 活 扶 助 を 受 け て い る こ と 又 は 減 免 を 必 要 と す る 特 別 の 事 由 が あ る こ と を 証 明 す る 書 類

2 条 例 第 六 十 七 条 第 一 項 第 二 号 に 該 当 す る 者 が 行 う 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 を 提 出 し て

し な け れ ば な ら な い 。

一 第 三 十 六 号 の 五 様 式 に よ る 申 請 書

二 災 害 を 受 け た こ と を 証 明 す る 書 類

第 二 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。

憲
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第 2号様式

納税証 明書 交付 申請 書

年月日

石 川 県知事

石川県 事務所長
様

次のとおり納税証明書の交付を申請します。

住所(所在地)及び支眉・営業所等で請求する場合は

支庖 ・営業所等の所在地

1 納税証明書の通数及び納税証明事項の件数

氏名(名称)

通 昨
T，

a勾

E'

@ 

2 納税証明書の使用目的

(該当する欄にO印を付けてください。)

使 用 目 的

入札参加資格申請 建設業許可申請 ・営業年度終了報告

資金の借入れ 自動車の所有権解除

公益法人の認定申請・事業報告 酒類の製造販売等の許可申請

その他(使用目的を記入してください。)

3 証明する税目と内容

(該当する欄にO印を付けてください。)

税 目 証明を請求する年度・期別等又は内容

I去 人 県 民 税 事業年度 年 月 日 ~ 年 月 日

I去 人 事 業 税 事業年度 年 月 日 ~ 年 月 日

個 人 事 業 税 所得年 年 ~ 年

自 動 車 税 登録番号(石・石川・ 金沢 )課税年度

県 税 全 品交
滞納がないこと

滞納処分を受けたことがないこと( 年間)

税

※法人事業税には地方法人特別税を含みます。

年度 一 般会計

科 目

款 項 目 節 附 記

金 額 ￥ 

納入理 由 納税証明書交付手数料

4 証紙貼付欄

(※現金の場合領収印欄)

備考

1 証紙貼付欄に証紙を貼り付け、欄が不足するときは、裏面を利用してください。

2 貼り付けた証紙は、自己の印章等で割印しないでください。

3 証紙は、県の指定金融機関本支庖のほか、証紙売りさばき人からお求めください。
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15 会計監査人の監査を受けなければならないことその他これに類する理由により決算が確定しないため、

納期限の延長が認められている場合には、この通知書により納付すべき税額に、事業年度終了の日後 2月

を経過した日から延長された納期限までの日数に応じ、年 ノf一セントの割合を乗じて計算会)

した額と 4により計算した端数計算前の額との合計額の延滞金を加算して徴収します。この場合における

端数計算は、 4の場合と同様です。

15 会計監査人の監査を受けなければならないことその他これに類する理由により決算が確定しないため、

申告書提出期限の延長が認められている場合には、この通知書により納付すべき税額に、申告某準日(法

人税額の課税標準の算定期間若しくは地方税法第53条第4項に規定する連結法人税額の課税標準の算定期

間の末日又は事業年度終了の日後 2月を経過した日の前日(その日が民法(明治29年法律第89号)第142

条に規定する休日又は地方税法施行令第6条の18第 2項に規定する日に該当するときは、これらの日の翌

日)をいう。)の翌日から延長された申告書提出期限までの期間の日数に応じ、年7.3パーセントの割合

(次の①又は②に掲げる場合は、当該①又は②に定める割合)を乗じて計算した額と 4により計算した端

数計算前の額との合計額の延滞金を加算して徴収します。この場合における端数計算は、 4の場合と同様

です。

① 商業手形の基準割引率が年5.5パーセントを超えて定められる日からその後年5.5パーセント以下に定

められる日の前日までの期間内に申告基準日の到来する場合 次の式により計算した割合(当該割合が J 

年12.775パーセントの割合を超える場合は、年12.775パーセントの割合)

7. 3パーセン ト + 

当該申告基準日における当該商業手形の基準割引率
- 5. 5パーセント

O. 25パーセント

②①以外の場合 次による割合

x 0.73パーセント

ア 平成12年 1月 1日から平成25年12月31日までの期間については、当該期間の属する各年の前年の11

月30日を経過する時における商業手形の基準割引率に年4パーセントの割合を加算した割合が年7.3

パーセン トの割合に満たない場合には、その年中においては、当該商業手形の基準割引率に年4パー

セン トの割合を加算した割合

イ 平成26年 1月 1日以後の期間については、特例基準割合が年7.3パーセントの割合に満たない場合

には、当該特例基準割合適用年中においては、当該特例基準割合適用年における特例基準割合

治玉訟の。

紙十くa¥t't;' 1 1 主~hlモト「を通知します」必) I通知しますJ ~部去の。

|個人番号 I .. _ _ I 

線十干引いe固まき世岳 1 " '.. - _ ~ I 州 |法人番号|以吉'f-:f;" jig:~経世纏.Jllrr-<岳 「個人番号又は法人番号」
又は法人番号 l' - I 

会) I法人番号J~' I第 2条第 5項に規定する個人番号又は同条第15項」会)I第 2 条第 15項J~恒常 ， I (個人番号

を記載する場合は、左側を1文字空けて記載してください。)J州主的。

総川十4くロやt;' gj縦十占4堅術品j告訴 Q ム-f，Ç\~ぢ去の。

備考 1 I個人番号J欄には、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第 2条

第 5項に規定する個人番号を記載してください。

2 本人が署名する場合は、押印を省略することができます。
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第 三 十 六 号 の 五 様 式 中 を

R  ヨ
↓

~
 

( 酬 出

⑨  

同 様 式 備 考 中 2 を 削 り 、 4 を 3 と し 、 5 を 4 と す る 。

に 改 め 同 様 式 備 考 1 中 「 す m u ω 。 国 史 丑 」 を 「 3 閥 回 す m u 酎

)1¥
 

戦 「 ペ ω 。 四 時 繭 匝 J 汁 向 山 田 川 内 」 リ 」 に 改 め 、 3 を 2 と し 、

一 菌 〉 琳 叩

第 三 十 八 号 の 二 様 式 中 一 - ! l o j i ト

一 い 州 立 跨 〉 琳 叩

中 」 を 「 跨 〉 琳 中 」 に 、 「 満 ∞ 湘 一澗 ω 組 打 溢 同 J 『 向 日 直 〉 跡 中 M 州 立 E h が 一澗 E H 澗 」 を 「 浦 M w h が 滅 E H 潤 」 に 改 め 、 「 ( 薗 〉

琳 中 仲 間 欝 4 ー か 瀦 市 町 立 J M 刊 重 品 川 H 片 付 悶 ミ ペ 叫 ロ 鰐 「 ペ ハ 古 川 川 三 J
O

) 」 を 削 る 。

一 重 〉 琳 中 一 一 ! l i l - 一

第 五 十 四 号 様 式 中 一 川 ー
いい ¥l i ぃ 一 を 一 存 〉 琳 中 一 に 改 め 、 同 様 式 備 考 2 中 「 盲 〉 琳 中 河 江 跨 〉 琳 中 」

一 河 口 跨 〉 琳 中 一 一 ー 、 l - 一

を 「 跨 〉 琳 中 」 に 、 「 満 N 冷 瀦 ω 畑 打 溢 尚 J 「 山 山 菌 〉 琳 中 岡 昇 E 山 静 鞘 H m 畑 」 を 「 瀦 N h m 瀧 H m 畑 」 に 改 め 、 「 ( 菌 〉 琳 中

仲 間 欝 斗 が 組 出 町 一 件 d 同 同 室 内 同 対 日 判 闘 ヰ ペ 川 国 難 「 ペ 〈 内 川 m r J 0
) 」 を 削 る 。

( 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 )

第 二 条 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 規 則 第 四 十 九

号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 設 備 」 を 「 特 別 償 却 設 備 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 越 部 「 汁 部

議 」 を 「 適 時 「 汁 本 国 一ヱ 脈 遣 部 議 」 に 、 「 時 議 品 川 」 を 「 本 国 一 - B 生 時 議 品 川 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 一 号 中 「 耀 降 、 U 」 を 削 り 、 「 当 ・ 蔀 郊 δ 郊 議 」 を 「 当 ・ 蔀 郊 δ 本 望 感 ・ 撞 郊 議 」 に 改 め 、 同 様 式 備 考 2

ω中 「 荷 車 淑 匪 混 戦 」 を 「 本 尚 昆 銘 」 に 改 め 、 同 様 式 備 考 5 中 「 越 間 「 汁 郊 議 」 を 「 趣 郊 「 汁 本 油 一」 癖 遣 部 議 」 に 改

め 、 同 様 式 付 表 一 ( 表 ) 中 「 H 糠 除 岡 部 議 」 を 「 話 回 一」 癖 出 盛 時 議 」 に 改 め 、 同 様 式 付 表 一 ( 裏 ) 備 考 4 中 「 時 議 行 」

を 「 本 油 一」 癖 出 盛 時 議 打 」 に 改 め 、 同 様 式 付 表 二 中 「 部 議 」 を 「 本 望 藤 監 部 議 」 に 改 め る 。

南
河

を 際 〉 酬 明 h 叩 に 改 め 同 様 式 備 考 2 中 「 宣 〉 琳 中 U N 耳 跨 〉 琳

当
ム 山

菌 〉 琳 中

別 記 様 式 第 二 号 中 を

に 改 め 、 「 耀 時 3 」 を 削 り 、 「 3 部 議 」 を 「 3 本 浬 藤 生 時 議 」 に

⑨  

改 め 、 同 様 式 備 考 中 3 を 削 り 、 4 を 3 と し 、 同 様 式 備 考 5 中 「 時 議 」 を 「 本 国 こ 藤 昌 部 議 」 に 改 め 、 同 様 式 備 考 中 5

を 4 と し 、 6 を 5 と し 、 同 様 式 付 表 ( 表 ) 中 「 H 料 貯 岡 部 議 」 を 「 帯 主 藤 遣 時 議 」 に 改 め 、 同 様 式 付 表 ( 裏 ) 備 考

3 中 「 四 阿 部 」 の 次 に 「 3 部 議 」 を 加 え 、 「 部 議 」 を 「 帯 主 癖 量 削 州 議 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 三 号 中 「 薄 」 を 「 燕 」 に 改 め 、 「 耀 臨 む ) 」 を 削 り 、 「 3 部 議 」 を 「 3 議 出 一」 癖 撞 賠 訴 」 に 改 め 、 同 様 式 備

考 2 川 中 「 宵 亜 淑 法 混 戦 」 を 「 本 尚 連 結 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 四 号 中 「 濡 」 を 「 燕 」 に 改 め 、 「 鰹 節 、 ) 」 を 削 り 、 「 3 部 議 」 を 「 δ 議 出 一」 癖 遣 部 議 」 に 改 め 、 同 様 式 備

考 2 川 中 「 宵 亜 淑 荏 混 戦 」 を 「 本 同 荏 訪 問 」 に 改 め る 。

( 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 )

第 三 条 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 十 二 年 石 川 県 規 則 第 五 十 四 号 ) の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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別 記 様 式 第 二 号 ( そ の 一 ) ( 表 ) 中 を

に 改 め 、 同 様 式 ( 裏 ) 備 考 中 3 を 削 り 4 を 3 と し 5 を 4 と

⑨
 

し 、 6 を 5 と し 、 7 を 6 と す る 。

別 記 様 式 第 二 号 ( そ の 二 ) 中 を

同 様 式 備 考 中 2 を 削 り 、に 改 め 3 を 2 と し 4 を 3 と す る 。

⑨  

( 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 )

第 四 条 原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 十 五 年 石 川 県 規 則 第 七 号 )

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 四 号 中 「 海 洋 汚 染 及 び 海 上 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 」 を 「 海 洋 汚 染 等 及 び 海 上 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 」

に 改 め 、 同 条 第 十 一 号 中 「 都 市 緑 地 保 全 法 」 を 「 都 市 緑 地 法 」 に 改 め 、 同 条 第 二 十 二 号 中 「 と 畜 場 法 」 を 「 と 畜 場

法 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 一 号 ( 裏 ) 備 考 7 中 「 碕 若 布 格 回 C A 碕 什 円 以 嚇 3 翠 』 E n 酒 斗 向 日 時 帯 」 を 「 碕 普 請 w p 嶋 岡 C J 蔚 什 い か 嚇 3 一淫

』 E n E J 叶 内 山 静 噂 」 に 、 「 繋 卦 部 法 荊 ゆ 跨 」 を 「 繋 卦 部 法 評 」 に 、 「 什 耐 縞 跨 」 を 「 什 耐 鏑 静 」 に 改 め 、 同 様 式 付 表 一

( 表 ) 中 「 悼 岡 部 議 」 を 「 時 議 」 に 改 め る 。

昨
月別 記 様 式 第 二 号 ( 表 ) 中 を

同 様 式 ( 裏 ) 備 考 中 3 を 削 りに 改 め 4 を 3 と し 5 を 4 と

③  

し 、 同 様 式 ( 裏 ) 備 考 6 中 「 務 者 九 州 熔 M N G d 蔚 什 い か 輔 、 ) 一割 ト E n 冨 斗 か 跨 帯 」 を 「 務 者 羽 熔 倫 明 知 Q 碕 什 M M m 酬 。 ) 一 耳 件 行 理

斗 か 跨 帯 」 に 、 「時 一 山 卦 薄 荏 荊 ゆ 孫 」 を 「 繋 卦 難 E N 昨 」 に 、 「 什 酎 紐 孫 」 を 「 汁 酎 縞 跨 」 に 改 め 、 同 様 式 ( 裏 ) 備 考 中

6 を 5 と し 、 7 を 6 と し 、 同 様 式 付 表 ( 表 ) 中 「 除 隔 時 議 」 を 「 郊 議 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 三 号 ( 裏 ) 備 考 3 及 び 別 記 様 式 第 四 号 ( 裏 ) 備 考 3 中 「 諮 存 羽 裕 同 C 内 務 什 涼 嚇 δ 一湿 ト E H E J マ か 跨 噂 」

を 「 務 脊 話 路 倫 相 同 C A 務 什 獄 嚇 3 一湿 』 E n 温 斗 向 山 静 帯 」 に 、 「 前 一 山 司 郊 法 弟 伸 跨 」 を 「 前 一 山 苛 諸 法 跨 」 に 、 「 什 耐 瀬 跨 」 を

「 汁 酎 油 貯 」 に 改 め る 。

( 産 業 集 積 の 形 成 及 び 活 性 化 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 )

第 五 条 産 業 集 積 の 形 成 及 び 活 性 化 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 二 十 年 石 川 県 規 則 第 三 十

一 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 十 二 号 中 「 と 畜 場 法 」 を 「 と 畜 場 法 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 一 号 ( 表 ) 中 「 至 調 誌 部 」 を 「 豆 調 部 議 」 に 改 め る 。

( 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 )

第 六 条 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 二 十 七 年 石 川 県 規 則 第 三 十 三 号 )

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 記 様 式 第 一 号 付 表 一 ( 裏 ) 備 考 5 中 「 蛍 ・ 越 時 同 存 」 を 削 り 、 「 時 議 」 の 次 に 「 同 立 当 ・ 適 時 3 本 望 鴨 川 山 岳 部 議 」

を 加 え る 。
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